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1. はじめに 

外国語学習者にとって適切なタイミングで適切な語を

使用することは簡単ではない。以下は，日本人大学生が書

いた英語日記の一部である。 

 

a.  All of these hamburgers are very huge and it was very hard 

to eat without using knife and fork.  

b.  ...they took care of me very well so I had very good time.  

 

これらの英文を見ると，強意副詞として very が多用さ

れている。これらの very は必ずしも間違いであるとは言

えないが，一見不自然なように見える。この点に関して，

投野他（2013）では，日本人大学生の使用する強意副詞の

うち約 95%が veryと soであることを明らかにしており，

英語母語話者による添削において別の語に置き換えられ

たり，削除されたりしていることを報告している(6)。また，

Ishikawa（2015）では，外国語学習者のライティングデー

タを分析しており，その結果，外国語学習者が簡単な単語

を繰り返し使用し，馴染みのない単語の使用を避ける傾

向にあることを明らかにしている。これらの傾向は，外国

語学習者のライティングにおいて語彙の多様性が低くな

っていることに深く関係しており，この問題は，外国語能

力が向上しても解決しないことが報告されている(1)。 

このような問題を解決するためには，外国語学習者が

語彙学習をする際に，単語のニュアンスを深く理解し，他

の単語との意味やコロケーションパタンの違いを意識し

た上で，実際の文脈においてどのように活用できるかに

ついて学習する必要がある。 

 

2. 従来の語彙学習とその問題点 

2.1 従来の語彙学習 

一般的に，語彙学習は語彙知識の「広さ」と「深さ」の

２つ側面に分けて考えられる。語彙知識の「広さ」は，ど

れだけの数の語彙を知っているか（量的な側面）であるの

に対し，語彙知識の「深さ」は，1つの語彙をどれだけ深

く知っているか（質的な側面）に着目される。外国語学習

者は，「知っている語」の数を増やすことによって語彙知

識を広げることができ，「活用できる語」の数を増やすこ

とによって語彙知識を深めることができると言える。 

これら 2 つの側面はどちらも重要であるが，現在の語

彙学習研究の多くは，語彙リストの活用や語彙サイズの

拡大を目指した「知っている語」を増やすことに重点が置

かれている。一方，Nation（2001）では，英語学習者の

知っている語の数が増えるにつれて，「活用できる語」

との差は大きくなると述べている(5)。また，望月・相澤・

投野（2010）では，日本の学校教育現場においては，

「知っている語」を増やすことによって自然に「活用

できる語」が増えることは期待できないと主張してい

る(2)。 

これらの点をふまえると，外国語学習者にとって「知っ

ている語」を「活用できる語」にするための語彙学習は必

要不可欠であると考えられる。さらに，適切な文脈で適切

な単語が使用できていない問題を考慮すると，実際に単

語を活用する場面を想定し，単語の使い分けを意識した

語彙学習が求められる。 

 

2.2 従来の語彙学習の問題点 

外国語学習者が単語の使い分けに意識を向け，「活用で

きる語」を増やすことは重要であるが，それを実現するた

めには解決すべき問題点がいくつかある。ここでは，以下

3つの課題を挙げる。 

まず，外国語学習者が十分な活用事例を確認できない

ことが挙げられる。外国語学習者が単語の使い分けを学

習するためには様々な場面での単語の使用例を比較する

必要がある。一方，外国語学習者はレベルにあった適切な

用例が十分に確認できず，結果として単語集や単語カー

ドなどの 1 語 1 訳で単語を暗記することになる。この点

について，中田（2019）では，和訳ではとらえられないニ

ュアンスや，実際に単語をどのように使うかを学ぶ上で

は，用例を確認することが必要不可欠であると述べてい

る(4)。この点をふまえると，外国語学習者が実際の活用方

法をイメージすることができるように，豊富な用例を提

示した上で，類語などの他の単語とどのように使い分け

るかを様々な文脈から判断できるようにすることが重要

となる。 

次に，どの単語がどの文脈において置き換え可能であ

るかが不明瞭である点が挙げられる。単語の言い換え表

現を調べる際，多くの場合は類語辞書やシソーラスを用

いる。一方，これらは類語を列挙しているにとどまってお

り，用例はいくつか提示されていたとしても，どの単語が

どの文脈において適切であるかは示していない(3)。近年，

テキストデータ（コーパス）を用いた学習法（データ駆動

型学習：DDL）が注目を集め，SKELL（Sketch Engine for 

language learning）やSCoRE（Sentence Corpus of Remedial 

English）などのオンラインツールが登場し，語彙学習に活

用されているが，これらも具体的にどの場面でどの単語

が適切であるかを示しているわけではない。 

最後に，単語の使い分けを学習するための視覚的なツ

ールが少ないことが挙げられる。現在，Web 上で

thesaurus.comやVisual Thesaurusなど類語を視覚的に確認



できるツールが公開されている。一方，これらは単に各語

の類似度の高さに応じてプロットされたものであり，そ

れぞれの語をどのように活用するかについては考慮され

ていない。外国語学習者が用例と類語を直感的に確認で

きるプラットフォームがあれば，単語の使い分けを学ぶ

際に活用できると考えられ，「活用できる語」を増やすこ

とに貢献できると言える。 

 

3. 本システム(単語使い分けマップ)の概要 

3.1 本システムの特徴 

上記で述べた 3 つの問題点をふまえ，本研究では，(1)

豊富な用例を自動生成し，(2)どの語が文脈に適応するか

を計算し，(3)それらの結果を視覚化することのできるシ

ステムとして「単語使い分けマップ」を開発した。ここで

は，これら3つの特徴を3.2から3.4で具体的に概観する。 

 

3.2 用例の自動生成 

すでに述べたように，単語の使い分けができるように

なるためには，外国語学習者は豊富な用例に触れ，多くの

活用事例を確認する必要があると言える。そこで，本シス

テムでは，近年注目を集めている GPT（Generative Pre-

trained Transformer）を用いて検索語を含む英文を自動生成

して提示する。 

具体的な方法としては，Open AI が提供している

ChatGPT APIを利用し，Pythonのopenaiから gpt-3.5-turbo

のモデルを呼び出して実装した。なお，openaiでは，プロ

ンプト文で指示を与える必要があり，下記のように記述

した。 

 

“List {n} examples of English sentences using the word 

"{word}". They should be no longer than 15 words and written at 

CEFR｛CEFR｝level.” 

 

{}内は引数として入力できるように設定し，｛n｝には用

例の数を選択できるようにし，｛word｝には検索語を入力

できるようにした。また，用例は外国語学習者の習熟度レ

ベルに応じて変更することが適切であると考えられる。

そのため，CEFR（Common European Framework of Reference 

for Languages）と呼ばれる外国語レベルを表す指標を用い

て用例を作成するように指示した。CEFRでは，A1，A2，

B1，B2，C1，C2の6段階で外国語レベルが分類されてい

る。そのため，｛CEFR｝には，これらの 6つのレベルを選

択できるように設定した。 

 

3.3 類語の文脈適応度の計算 

様々な単語を使い分けられるようになるためには，類

語を一覧にして提示するだけではなく，それぞれの用例

においてどの類語と置き換えられるかを計算して提示す

ることが効果的であると言える。そのため，本システムで

は，類語がどの程度文脈に適応しているかを表す「文脈適

応度」を計算する。 

まず，大前提として，検索語の類語を取り出す必要があ

る。類語の抽出には，単語間の類似度を測定することので

きるWord2Vec を利用した。Word2Vec は自然言語処理に

おいて広く利用されるニューラルネットワークのモデル

であり，単語をベクトルと呼ばれる数値データに置き換

えて，単語間の関係性を計算するために利用される。ここ

では，1例として，veryの類語をWord2Vecで出力した結

果を示す（表1）。 

 

表1  Word2Vecにおける veryの類語 

順位 単語 類似度 

1 extremely 0.865 

2 quite 0.807 

3 incredibly 0.782 

4 fairly 0.772 

5 unusually 0.705 

 

なお，類似度の計算には、gensim と呼ばれる Python の

ライブラリを使用し，検索語と類語の 2 つのベクトルが

どれだけ同じ方向を向いているかを数値化したコサイン

類似度を計算し，その順に並び替えた。 

次に，取り出した類語がどの程度文脈に適応するか（文

脈適応度）を計算するために，BERT（Bidirectional Encoder 

Representations from Transformers）を利用した。BERT も

Word2Vecと同様，自然言語処理において広く使用される

ニューラルネットワークのモデルであり，文中の前後関

係を考慮し，空欄に当てはまる単語がどの程度適切かど

うかを計算する際に利用される。表 2 では，1 例として

“She is very tall.”の veryに置き換えられる可能性のある

単語を探るため，先ほどの 5 つの類語（extremely, quite, 

incredibly, fairly, unusually）の文脈適応度を計算し，その値

によって並び替えた。 

 

表2  BERTにおけるveryの類語 

順位 単語 文脈適応度 

1 unusually 0.213 

2 extremely 0.162 

3 quite 0.044 

4 fairly 0.023 

5 incredibly 0.013 

 

文脈適応度の計算には，FitBERTと呼ばれる空欄補充タ

スクに特化したBERTのライブラリを用いた。FitBERT内

には，文脈適応度を計算するための関数があるため，用例

中の検索語を類語に置き換え，どの程度構文として成立

するかを計算した。 

表 1 と表 2 を比較すると，単語間の類似度だけに注目

した場合は，veryの類語として extremelyがもっとも置き

換えられる可能性が高い語として算出されたが，“She is 

very tall.”という文脈の中では，unusuallyがもっとも置き

換え語として適切であることが確認される。このように，

様々な用例においてどの類語が最適であるかを確認する

ことで，外国語学習者は類語の細かいニュアンスの違い

を理解できるようになると考えられる。 

 

3.4 単語使い分けマップの作図 

すでに述べたように，従来の類語辞書は検索語の類語

が列挙されているだけであり，どのような文脈において

類語が置き換え可能であるかについて視覚化されていな

い。本システムでは，自動生成した用例（3.2）において



各類語が文脈にどの程度適応するかを算出したもの（3.3）

を外国語学習者が直感的に理解できるように作図した。

作図には，各用例と各類語の相性の良さを色の濃淡によ

って表すことができる階層的クラスター付きヒートマッ

プを用いた。階層的クラスター付きヒートマップとは，似

た特徴を持つデータをクラスタリングし，色の濃淡によ

ってデータのパタンや相関関係を表現するための図表で

ある。図 1は，実際に veryの用例 5例を最も簡単な英文

（CEFR A1）で自動生成し，very の類語 5 語の文脈適応

度を計算した結果をヒートマップで示したものである。 

 

 
図 1 veryの類語ヒートマップ 

 

作図には，Python で利用できるデータを可視化するた

めのライブラリであるseabornを用い，その中のclustermap

というメソッドを用いた。図１のように，ヒートマップの

右側に用例が一覧で表示され，下側に類語が一覧で表示

されるように作図が行われる。ヒートマップは色の濃淡

によって各項目の関係性が可視化されるため，1つ目の用

例（“The book is very interesting.”）の場合，quiteや fairlyと

いった類語が very と置き換える可能性が高く，反対に，

unusuallyやextremelyとは相性が良くないことが確認され

る。なお，これらの計算（クラスタ間の距離尺度の計算）

には， seaborn のデフォルトのものを利用した

（method=“average”）。 

また，用例や類語は色の濃淡の配置の近似性で並べ替

えられ，近似する要素同士が近くに配置される。たとえば，

quite や fairly は色の濃淡の配置が近似しているため隣同

士に配置されるが，incrediblyと fairlyは要素間の近似性が

遠いため離れて配置される。なお，これらの計算方法に関

しても seaborn のデフォルトのものを利用した

（metric=“euclidien”）。 外国語学習者は検索語の類語や用

例をヒートマップを見て分類することで，検索語自体の

意味や類語の意味の棲み分けを行うことが可能になると

考えられる。 

 

3.5 Webアプリケーションとして実装 

本システムは，Web 上で一般公開することで外国語学

習者が自由に使用できるようにしている。Web アプリケ

ーションの作成には，PythonのWebアプリケーションフ

レームワークであるFlaskを用いた。図 2は，実際にWeb

アプリケーション上で veryの用例 10例と類語 10語を検

索した結果である。 

 
図２ Web上のインタフェイス 

 

まず，「検索語」の欄には検索したい単語を入力する。

入力された単語は原形以外の場合（例：went, people）でも

原形に変換されるようにレマ化が行われる（例：go, 

person）。次に，「類語数」の欄に出力する類語の数を選択

する。これにより，Word2Vecを用いて検索語との類似度

の高い類語を指定された数だけ取り出される。このとき，

「語彙レベル」を「統制あり」にすることで，出力される

類語を外国語学習者に適切な単語だけに限定して検索で

きるように設定できるようにした。これらの設定には，日

本の英語教育での利用を目的に開発された語彙リスト

（CEFR-J Wordlist）を用いて，語彙リストに含まれる単語

だけに限定して検索できるようにした。 

その後，「用例文レベル」と「用例数」の欄で用例の難

しさと提示する数を設定する。このとき，「用例文レベル」

の選択には，CEFR を参考にし，A1 から C2 までの６段

階と「指定なし」の合計 7 項目の中から 1 つ選ぶような

プルダウンリストを用意した。 

これらを設定した上で，「検索」ボタンを押すと，用例

が自動生成され，類語の文脈適応度を計算され，ヒートマ

ップが作図される。 

 

4. 実践の結果 

4.1 調査手順 

本研究で開発した「単語使い分けマップ」の使用感につ

いて調査するため，32 名の日本人大学生にアンケートを

行った。アンケート対象者は情報系分野を専攻している

学生であり，英語の文法について学ぶクラスにおいてア

ンケート調査を実施した。クラスでは，まず，単語の使い

分けに関する課題に取り組んでもらい，その後，それらの

課題の解説を行なった。その際に，他の語彙学習支援ツー

ルと合わせて本システムを紹介し，10 分間好きな単語を

色々なツールを使って学習してもらった。最後に，「単語

使い分けマップを使ってみて感じたことを自由に記入し

てください。」という質問に自由記述で回答してもらった。 
 

4.2 調査結果 

アンケートの回答から本システムに関する多くの利点

や改善点が得られた。ここでは，本システムの特徴である

(1)豊富な用例を自動生成できる点，(2)どの語が文脈に適

応するかを計算できる点，(3)検索結果を視覚化できる点

に分けてコメントを整理する。 

まず，用例の自動生成に関するコメントとして以下の

ようなものが得られた。なお，カッコ内の表現は筆者が加



筆したものである。 

 

「用例がたくさんあると勉強になる。」 

「(用例の)レベルを選べるのは良い。」 

「英文がいつも違うから何回でも楽しめた。」 

「A1とかB2とかってなんですか？」 

 

多くの学習者が豊富な用例に満足しており，様々な場

面での単語の使い分けを確認することができたとコメン

トしていた。一方で，CEFRに関する説明が不足していた

ことから，用例文レベルの設定基準に関して疑問を持つ

声があった。この点に関しては，学習者にとってより明瞭

な設定基準を設けることが必要であると考えられる。 

次に，類語の文脈適応度に関するコメントとしては以

下のようなものがあった。 

 

「どの語が(文脈の中で)使えるか見れるのはすごい。」 

「類語がこんなにもあるとは思わなかった。」 

 

どの語がどの文脈で使えるかどうかを可視化できる点

は多くの学習者も便利であると感じており，今後も活用

したいという声が多く寄せられた。一方，本システムでは

類語を機械的に抽出していることもあり，一部の単語に

関しては類語としては適していないものが含まれている

という声があった。この点については，今後改善していく

必要があると言える。 

最後に，ヒートマップ図に関するコメントとして以下

のようなものが得られた。 

 

「パッとみてわかるのは助かった。」 

「図があるとわかりやすい。」 

「スマホだと(図が)少し見づらかったです。」 

 

学習者にとっても視覚的に用例と類語の関係性が視覚

的に見られることはインパクトがあるようで，おおむね

好評であった。一方，図の見方（特に，色の濃淡）に関す

る質問があったり，スマホで検索する学習者から見にく

いという声があったり，いくつかの改善点が見られた。 

 

5. おわりに 

5.1 まとめ 

本研究では，外国語学習者が単語の使い分けを学習す

るための支援ツールとして，「単語使い分けマップ」を開

発した。この語彙学習支援ツールを使用することで，外国

語学習者は，(1)豊富な用例に触れることができ，(2)どの

語がどの程度文脈に適応するかを確認でき，(3)それらの

結果を視覚化することができると考えられ，本研究では，

それらのシステムをWebアプリケーションとして公開し

た。 

実際に日本人大学生にWebアプリケーションを利用し

てもらい，アンケート調査を行なった結果，「用例がたく

さんあると勉強になる。」や，「どの語が(文脈の中で)使え

るか見えるのはすごい。」，「図があるとわかりやすい。」な

どのコメントが寄せられ，本ツールの学習効果が期待で

きることが明らかになった。 

 

5.2 制約と課題 

今回開発した語彙学習支援ツールは，外国語学習者が

類語の使い分けを学習し，「活用できる語」を増やすため

に有益であると考えられる。一方，本ツールにはいくつか

の制約と今後の課題が残されている。 

まず，類語の抽出における精度に改善の余地があると

言える。たとえば，Word2Vec による類似度計算の場合，

品詞の区別がなく，反対語が抽出されることも多い。これ

はWord2Vecの特性上，コロケーションパタンから語彙同

士の類似度を計算していることが起因している。今後，品

詞を事前に選択できるようにしたり，類語辞書やシソー

ラスを参考に類語を定義したりすることで改善が見込め

る。 

また，自動生成する英文にも改良の余地はある。今回の

システムでは，CEFRによって英文のレベルを指定したが，

他にも場面やトピックを指定することも可能である。た

とえば，生成する用例が，口語か文語か，あるいは，フォ

ーマルな文かカジュアルな文か，など細かい設定を加え

ることで，様々な場面において外国語学習者の助けにな

ると考えられる。 
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